
36406 クリエイトデザイン 
Created Dｅｓｉｇｎ

⼩⼭⽥ 尚弘 専門 1 選択 1・2後期

デザインの分野は、ファッション、インテリア、プロダクト、グラフィックなど多岐にわたる。この授業では、デザインを個性的に発想し楽しく表現
できる事を目標に進める。授業は、⾃由にイラスト画を描いたり、商品のポップデザインを制作し修得します。また、花をいろんな角度からたくさん
スケッチした後、描いたスケッチからアイデアを発想し、花柄のデザインを完成する。他に、コラージュやテクスチャーなどの技法を使ったデザイン
作品も制作する。さらに、潜在能⼒開発の⼀環として学⽣が制作した作品を岡崎市や⻄尾市などの市⺠美術展に出品、京都府主催の着物デザインコン
クールにも出品する。授業を通して、社会⼈基礎⼒を⾝に着け、個性的なアイデア表現ができるように潜在能⼒開発を⾝につける。

① ⽣活に活かせるデザインを知る 
② デザインを制作する発想⽅法を知る 
③ 創造⼒を育てる 
④ 学⽣の潜在能⼒開発の⼀環として美術コンクールに出品し⼊選・受賞を目指す 
⑤ 美しい配⾊や画⾯構成を学習する 

① ⽣活に活かせるデザインの提案ができる 
② デザインを制作する発想⽅法が理解できる 
③ 多⽅⾯的思考から制作のアイデアを出し、学⽣独⾃の感性で創造的に作品を仕上げることができ 
 る 
④ 複数の美術コンクールに作品を出品し⼊選・受賞を目指すことができる 
⑤ ユニークな画⾯構成や美しい配⾊の作品に仕上げることができる 

作品制作では、どんな配⾊で描き、どんなスタイルで描き上げるか、総合的に検討して仕上げることができる。

失敗やトラブルがあってもあきらめず、目標達成に向けて⾏動した。

⾃分の学修上の問題点の解決策を考えた。

課題のデザインを⾊んな角度から創造し、追求し考え制作することができる。

話だけで伝えるのが難しい場合には、紙に描いて説明した。

構図や配⾊について多⽅⾯からデザインを検討し、迷ったら積極的に教員のアドバイスを参考に仕上げることがで
きる。

無断⽋席をせず、授業を円滑に進⾏するようルールを守ることができる。

テキスト：必要に応じてプリントを配布する 
参考⽂献：なし

他の科目との関連：⾊彩と表現、基礎デザイン、染⾊デザイン 
資格との関連：なし

美しい形や⾊彩について⽇頃から関⼼を持つこと。 
・作品の制作は綺麗に仕上げること。 
・インターネットなどで参考できる作品を調べること 
・作品の制作点数は5〜6作品くらい仕上げる 

制作時の画⽤紙・筆やポスターカラー・アクリル絵具は各学⽣が購買などで購⼊
し準備し、作品は⾃⼰管理すること。 
※作品制作費⽤・・・300円 
・机の上や周りを汚さないように制作する。汚したら雑⼱などでふき綺麗にする
こと。 
・作品の提出期限を過ぎての提出は認めない。 



 
 
 
 90

・制作した作品については完成度(特に優れて⾼い：Ｓ、優れて
⾼い：Ａ、完成はしているが仕上がりは普通：Ｂ、完成はして
いるが仕上がりは悪い：C、完成できてない： )を評価する。

主体性：作品課題から、どんな配⾊で描き、どんなスタイルで描き
上げるか、総合的に検討して仕上げることができる。 
実⾏⼒：失敗やトラブルがあってもあきらめず、目標達成に向けて
⾏動できる。 
課題発⾒⼒：⾃分の学修上の問題点の解決策を考えることができ
る。 
創造⼒：課題のデザインを⾊んな角度から創造し、追求し考え制作
することができる。 
発信⼒：話だけで伝えるのが難しい場合には、紙に描いて説明する
ことができる。 
傾聴⼒：構図や配⾊について多⽅⾯からデザインを検討し、迷った
ら積極的に教員のアドバイスを参考に仕上げることができる。 
規律性：提出物の期限を守ることができる。 

Ａ：課題に対して、⼀⽣懸命に制作に励み、アイデアもたくさん描き、デ
ザイン性に優れ、完成度の⾼い作品として仕上がっている。課題内容を正
確に捉え、配⾊や構成など⼤変よくできている。魅⼒的でオリジナリティ
な作品に仕上がっている。 
Ｓ：上記の基準に加えて、積極的な受講態度が⾒られ、作品はクラスの中
でも際⽴って優れ⾼い評価となっている。 

Ｂ：制作課題は提出期限までに、教員の指⽰通りの制作を⾏って
完成できている。基本的なデザイン知識を⾝につけている。 
 
Ｃ：上記の基準に対して、作品制作の仕上がりが悪く、授業態度
も努⼒の姿勢が感じられない。 



「オリエンテーション」 
 
授業内容やスケジュールについて説明
する。参考⾒本などを⾒せながら制作
について話す。 
異素材のコラージュ制作の説明をしま
す。注意事項や持ち物など連絡する。 

講義 
 
制作内容とスケ
ジュール説明 

(復習) 
・次回の授業で持参するも
のなどについてまとめ準備
する 
・異素材のコラージュ制作
についてまとめる。 90 
 
 

デザインの⽅向性が決
まったら計画的に仕上
げることができる

(予習)アイデア作品
をたくさん制作して
まとめておく 
(復習) 制作中の作品
の配⾊や構図につい
て再検討してくる 

配⾊についても⾊んな
角度から検討すること
ができる

(予習) ポップデザインの配
⾊やキャッチコピー⽂章
は、どんなものかネットで
調べておく 
(復習)授業で制作したポッ
プデザイン作品を更に良い
デザインになるように検討
してくる 

イラスト作品が何枚か
仕上がったら、各⾃で
作品の検討を⾏うこと
ができる

(予習)よく売れるポッ
プデザインとはどんな
ものか考えまとめてく
る 
(復習) ポップデザイン
の種類や⽅法について
まとめてくる 

ポップデザインのイラ
スト・構図・アイデア
等について学び描きあ
げることができる

(予習)デパートなどの商
品売り場を⾒学し、商品
ポップのデザインや配⾊
⽅法など観察しておく 
(復習) イラスト・構図・
アイデア作り・ポップデ
ザインについてまとめる 

⾃分の発想でポップデ
ザインのイラストを⾃
由に描くことができる

(予習) 異素材の組み
合わせ⽅法について
考えておく 
(復習) 作品が1つ完成
したら2つ目の作品ア
イデアを考えてくる 

アイデアスケッチから
具体的にデザインを絞
り⾊鉛筆などで下絵を
塗り制作できる

(予習)前回制作した作
品について異素材の形
や⾊彩など検討してく
る 
(復習)作品を⾒直し配
⾊について検討してく
る 

課題からたくさんのア
イデアスケッチを描き
あげることができる

(予習) 異素材のコラージュ
制作課題についてアイデア
をたくさん考えてくる 
(復習) 授業で制作したコ
ラージュ作品の配⾊や構図
について再度検討してくる 

90 主体性 
計画⼒ 
傾聴⼒
実⾏⼒ 

異素材のコラージュ制作① 
 
デザインのアイデア作り課題を
与えるので、アイデアスケッチ
を出来るだけたくさん描く。 

講義と実習 
教員が制作⽅法の説
明後、各⾃が作品制
作する。作品は確認
後、フィードバック
し講評する。 

45 
 
 
45 

計画⼒ 
創造⼒
傾聴⼒
規律性 

異素材のコラージュ制作② 
 
デザインのアイデア作り課題を与
えるので、アイデアスケッチを描
く。教員にアイデアスケッチの絵
を⾒せ指導してもらう。写真も構
成に⼊れデザインする。 

講義と実習 
教員が制作⽅法の説
明後、各⾃が作品制
作する。作品は確認
後、フィードバック
し講評する。 

45 
 
 
45 

主体性 
計画⼒ 
創造⼒
実⾏⼒ 
 

異素材のコラージュ制作③ 
 
デザインのアイデア作り課題を与
えるので、アイデアスケッチを描
く。教員にアイデアスケッチの絵
を⾒せ批評してもらい作品は提出
する。 

講義と実習 
教員が制作⽅法の説
明後、各⾃が作品制
作する。作品は確認
後、フィードバック
し講評する。 

45 
 
 
45 

主体性 
計画⼒ 
創造⼒ 

ポップデザイン作品制作① 
 
ポップデザインについて説明
する。イラスト・構図・アイ
デア作りについて説明する。 

講義と実習 
教員が制作⽅法の説
明後、各⾃が作品制
作する。作品は確認
後、フィードバック
し講評する。 

45 
 
 
45 

主体性 
計画⼒ 
創造⼒
課題発
⾒⼒ 
 

ポップデザイン作品制作② 
 
どんな商品のポップを描くか購買
に⾏って決定する。ポップデザイ
ンの種類について説明する。イラ
スト作品が何枚か仕上がったら、
各⾃で作品の検討を⾏う。 

講義と実習 
教員が制作⽅法の説
明後、各⾃が作品制
作する。作品は確認
後、フィードバック
し講評する。 

45 
 
 
45 

主体性 
計画⼒ 
創造⼒ 

ポップデザイン作品制作③ 
 
ポップデザインの配⾊やキャッ
チコピー⽂章について資料を配
布して説明する。作品の検討を
重ねて仕上げる。 

講義と実習 
教員が制作⽅法の説
明後、各⾃が作品制
作する。作品は確認
後、フィードバック
し講評する。 

45 
 
 
45 

主体性 
計画⼒ 
創造⼒ 

ポップデザイン作品制作④ 
 
イラストを描く。 
デザインが決まったら、具体的
にデザイン完成する。 
完成したら購買に展⽰する。 

講義と実習 
教員が制作⽅法の説
明後、各⾃が作品制
作する。作品は確認
後、フィードバック
し講評する。 

45 
 
 
45 

主体性 
計画⼒ 
創造⼒
実⾏⼒ 
 

授業についてまとめ理
解し、持ち物などメモ
し準備することができ
る



着物デザインの作品制作① 
 
鉛筆で描き、教員が学⽣の作品
を⾒ながら指導していく。 
※京都府主催の全国着物デザイ
ンコンクール出品⽤作品 

鉛筆でデザインの輪郭
が描けたらポスターカ
ラーで塗って仕上げる
ことができる

(予習)アイデア作品
をたくさん制作して
まとめておく 
(復習) 制作中の作品
の配⾊や構図につい
て再検討してくる 

講義と実習 
教員が制作⽅法の説
明後、各⾃が作品制
作する。作品は確認
後、フィードバック
し講評する。 

鉛筆でデザインの輪郭
が描けたらポスターカ
ラーで塗って仕上げる
ことができる

(予習)ネットや雑誌を
調べて着物柄のデザイ
ンは、どんなものがあ
るか⾒ておく 
(復習) どんな着物デザ
インを制作するかアイ
デアを考えてくる 

講義と実習 
教員が制作⽅法の説
明後、各⾃が作品制
作する。作品は確認
後、フィードバック
し講評する。 

作品の配⾊や構図につ
いて再度、検討し問題
があれば訂正できる

(予習)最後の授業で作
品が提出できるように
仕上げて来る 
(復習)完成した 着物デ
ザイン作品について、
良かった所、悪かった
所をまとめる 

コンクール申し込み⽤
紙を配り記⼊すること
ができる

(予習)デザインの⾊
彩や形体の再検討を
⾏う。塗りなおしも
考えて検討しておく
(復習) 着物デザイン
についてデザインを
まとめる

デザインの形が決まれ
ば、塗り⾊を決めポス
ターカラーで仕上げる
ことができる

(予習)作品の仕上が
りが遅れていれば⾃
宅で仕上げてくる 
(復習) 着物デザイン
の構図や配⾊につい
て再度検討してくる 

鉛筆でデザインの形を
描き仕上げることがで
きる

(予習)花のデッサンから
アイデアをたくさん出
して作品を考えておく 
(復習)たくさんの アイ
デアスケッチから良い
アイデアを１つ選び出
しておく 

作品のボリューム感、
統⼀感、変化、バラン
スなど出来ているか、
確認しながら仕上げる
ことができる

(予習)⾃宅に帰宅し
て花を鉛筆デッサン
で描いて仕上げる
(復習) 着物デザイン
の制作⽅法について
まとめておく

45 
 
 
45 

主体性 
計画⼒ 
創造⼒ 

着物デザインの作品制作② 
 
作品制作、鉛筆で描く、 
 アイデアスケッチをたく
さん描き仕上げる 

45 
 
 
45 

主体性 
計画⼒ 
創造⼒ 

着物デザインの作品制作③ 
 
作品制作、ポスターカラー仕上
げ。たくさんのアイデアスケッチ
から良いアイデアを１つ選び出
す。画⽤紙にデザインを描き、⼑
で切り抜いて、型紙を制作する。 

講義と実習 
教員が制作⽅法の説
明後、各⾃が作品制
作する。作品は確認
後、フィードバック
し講評する。 

45 
 
 
45 

 
主体性 
計画⼒ 
創造⼒ 

着物デザインの作品制作④ 
 
作品制作、ポスターカラー仕上
げ。選んだアイデア作品を絵描
き進める。型紙を使って絵具で
仕上げていく。 

講義と実習 
教員が制作⽅法の説
明後、各⾃が作品制
作する。作品は確認
後、フィードバック
し講評する。 

45 
 
 
45 

主体性 
計画⼒ 
創造⼒
課題発
⾒⼒ 

着物デザインの作品制作⑤ 
 
作品制作、ポスターカラー仕上
げ。配⾊について検討し教員に
も相談しながら決定する。型紙
を使って絵具で仕上げる。 

講義と実習 
教員が制作⽅法の説
明後、各⾃が作品制
作する。作品は確認
後、フィードバック
し講評する。 

45 
 
 
45 

主体性 
計画⼒ 
創造⼒
傾聴⼒ 
発信⼒ 
 

着物デザインの作品制作⑥ 
 
作品制作、ポスターカラー仕上
げデザインを計画的に仕上げて
いく。型紙を使って絵具で仕上
げる 

講義と実習 
教員が制作⽅法の説
明後、各⾃が作品制
作する。作品は確認
後、フィードバック
し講評する。 

45 
 
 
45 

主体性 
計画⼒ 
創造⼒ 

着物デザインの作品制作⑦ 
 
画⾯構成をよく考え形や配⾊決
めて仕上げる。型紙を使って絵
具で仕上げる。 
※まとめ。 

講義と実習 
教員が制作⽅法の説
明後、各⾃が作品制
作する。作品は確認
後、フィードバック
し講評する。 

45 
 
 
45 

主体性 
計画⼒ 
創造⼒ 


